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自動車運転者を使用する事業場に対する監督指導の概要
－平成２４年の監督指導の結果－

神奈川労働局（局長 久保村日出男）と管下 12労働基準監督署が平成 24年に実施

した自動車運転者(トラック、バス、タクシーなど)を使用する事業場に対して行った

監督指導を以下のとおりとりまとめた。

自動車運転者は、依然として長時間労働の実態にあり、脳・心臓疾患の労災認定件

数が最も多い職種でもあることから(別添１参照)、神奈川労働局では、引き続き、自

動車運転者を使用する事業場に対し、労働基準関係法令などの周知・啓発に努め、問

題があると考えられる事業場については監督指導を行うなど、自動車運転者の適正な

労働条件の確保に取り組んでいくこととしている。

１ 自動車運転者を使用する 225 事業場に監督指導を行った。そのうち、何らかの労

働基準関係法令違反が認められたのは、170 事業場（全体の 75.6％）、改善基準告

示※違反が認められたのは、116事業場（全体の 51.6％）。

２ 主な労働基準関係法令違反の内容は、多い順に ① 労働時間（55.5％） ② 割増

賃金（31.1％） ③ 休日（6.7％）。

３ 主な改善基準告示違反の内容は、多い順に ① 最大拘束時間（43.6％） ② 総拘

束時間（36.0％）③ 休息期間（24.0％） ④ 連続運転時間（15.1％） ⑤ 最大運

転時間（6.2％）。

（※）自動車運転者の労働時間等の改善のための基準
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      別紙

自動車運転者を使用する事業場に対する監督指導の状況

１ 平成 22 年以降において神奈川労働局と管下 12 労働基準監督署が自動車運転者を使用

する事業場に対し監督指導を実施した事業場数及び違反事業場数は、次のとおりである。

  ※以下、表中の( )内は違反率

年
平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年

区分

トラック

監督実施事業場数 124 140 170

労働基準関係法令違反事業場数
103 107 126

（83.1%) （76.4%) （74.1%)

改善基準告示違反事業場数
75 75 94

（60.5%) （53.6%) （55.3%)

バス

監督実施事業場数 7 12 13

労働基準関係法令違反事業場数
7 10 12

（100.0%) （83.3%) （92.3%)

改善基準告示違反事業場数
3 11 9

（42.9%) （91.7%) （69.2%)

タクシー・

ハイヤー

監督実施事業場数 22 17 19

労働基準関係法令違反事業場数
17 16 16

（77.3%) （94.1%) （84.2%)

改善基準告示違反事業場数
12.0 11 9

（54.5%) （64.7%) （47.4%)

その他

監督実施事業場数 11 8 23

労働基準関係法令違反事業場数
8 6 16

（72.7%) （75.0%) （69.6%)

改善基準告示違反事業場数
4 2 4

（36.4%) （25.0%) （17.4%)

合計

監督実施事業場数 164 177 225

労働基準関係法令違反事業場数
135 139 170

（82.3%) （78.5%) （75.6%)

改善基準告示違反事業場数
94 99 116

（57.3%) （55.9%) （51.6%)
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２ ①平成 24年における労働基準関係法令の主な違反内容は、次のとおりである。

事項 監督実施

事業場数

労働基準関係法令

の違反事業場数

主要違反事項

区分 労働時間 休日 割増賃金

トラック
170 126 97 11 55

（100.0%) （74.1%) （57.1%) （6.5%) （32.4%)

バス
13 12 11 1 4

（100.0%) （92.3%) （84.6%) （7.7%) （30.8%)

タクシー・

ハイヤー

19 16 9 1 4

（100.0%) （84.2%) （47.4%) （5.3%) （21.1%)

その他
23 16 8 2 7

（100.0%) （69.6%) （34.8%) （8.7%) （30.4%)

合計
225 170 125 15 70

（100.0%) （75.6%) （55.5%) （6.7%) （31.1%)

  ②平成24年における改善告示の主な違反内容は、次のとおりである。

事項
監督実施

事業場数

改善告示違反

事業場数

改善基準告示違反事項

区分

総拘束

時間

最大拘束

時間
休息期間

最大運転

時間

連続運転

時間
休日労働

トラック
170 94 71 79 46 10 27 5

（100.0%) （55.3%) （41.8%) （46.5%) （27.1%) （5.9%) （15.9%) （2.9%)

バス
13 9 5 8 5 3 4 1

（100.0%) （69.2%) （38.5%) （61.5%) （38.5%) （23.1%) （30.8%) （7.7%)

タクシー・

ハイヤー

19 9 3 7 1 1

（100.0%) （47.4%) （15.8%) （36.8%) （5.3%) ― ― （5.3%)

その他
23 4 2 4 2 1 3 0

（100.0%) （17.4%) （8.7%) （17.4%) （8.7%) （4.3%) （13.0%) （0.0%)

合計
225 116 81 98 54 14 34 7

（100.0%) （51.6%) （36.0%) （43.6%) （24.0%) （6.2%) （15.1%) （3.1%)






















